受付番号：　　
平成１９年度「リーダーシップを育む広大型女性研究者支援」

両立支援環境形成プログラム（研究と育児・介護の両立を支援）・研究支援要員雇用制度利用申請書

平成　　　年　　月　　日

CAPWRセンター長　殿
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),申請者氏名)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	所属部局
	

	職名
	教授　・　准教授　・　講師　・　助教　・　助手　・　研究員（院生は含みません）

　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	雇用形態、勤務態様

（非常勤の場合のみ記入）
	　有期雇用　・　特定有期雇用　・　時間雇用（週　　　時間）

	学内連絡先
	電話番号：

ＦＡＸ　：

E-Mail　：

	専門分野

(研究費申請分野又は科研費分野細目)
	

	研究支援要員を必要とする理由

（複数のプロジェクトで雇用する場合は、別々の申請書を提出して下さい）
	

	現在受けている研究支援要員雇用経費
	· 現在，受けている経費全てに○をつけてください。

１．リサーチ・アシスタント

２．科学研究費補助金

３．２以外の研究助成金のうち，研究支援要員の雇用が可能なもの

　　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	その他の研究補助金

助成金など


	（現在研究支援要員雇用経費を含まない研究費がある場合、種類・期間を記入して下さい）




１．雇用期間と就業時間，及び業務内容（時間/週　※支援者１名あたり上限を計400時間程度としてください）：

　　
	支援者
	時　給
	勤務時間
	採用期間
	所要額計

	＜記入例＞
	　　800円
	週６時間×10週　　延60時間
	平成19年11月

～平成20年2月
	48,000円

	
	＜業務内容＞

　○○実験の補助とデータの分析



	支援要員１
	　　　　円
	週　　時間×　　週　　延　　　時間
	平成　　年　　　月

　　　～平成　　年　　　月
	　　　　　円

	
	＜業務内容＞



	支援要員２
	　　　　円
	週　　時間×　　週　　延　　　時間
	平成　　年　　　月

　　　～平成　　年　　　月
	　　　　　円

	
	＜業務内容＞



	支援要員３
	　　　　円
	週　　時間×　　週　　延　　　時間
	平成　　年　　　月

　　　～平成　　年　　　月
	　　　　　円

	
	＜業務内容＞




※枠が足りない場合は別紙に記入して添付してください。

２．本申請が採択された場合，雇用する支援要員を申請者自身が探すことができますか？

　　a. 支援要員を探し，本人に承諾を得ることができる。

　　b.　支援要員の心当たりがないので捜してほしい。または支援要員の心当たりはあるが，本人との交渉は難しい。


３．申請者の主な経歴と研究費取得実績など：











＊bを選んだ方は，支援要員に必要な条件を具体的にお書きください（例：「○○実験を行った経験がある大学院生」，「専門知識のない学部生でも可」，等）。また，必要な条件を備えた人がいそうな場所（学部や研究室，専門領域など）に心当たりがあればお書きください。














